
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

救
急
医
療
体
制
の
再
整
備
と

�
学
校
給
食
費
な
ど
の
保
護
者
負
担
軽
減

小
泉　

仲
之

（
無
所
属
の
会
）

�　
　

本
市
の
救
急
搬
送
は
、
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
、
15
年
間
で
１
・
５
倍
増

加
し
た
。
ま
た
市
内
の
救
急
病
院
は
中

小
病
院
が
多
く
、
医
師
も
高
齢
化
し
、

救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

医
療
関
係
者
の
間
で
も
現
状
の
体

制
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
、
こ
の
た
び
、
新
潟
県
医
師
会
か

ら
新
し
い
救
急
拠
点
の
整
備
な
ど
に
主

導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
た
。

�　
　

食
材
費
が
高
騰
し
、
学
校
給
食
費

や
保
育
園
な
ど
の
副
食
費
の
保
護
者
負

担
が
増
え
て
お
り
、
本
市
の
学
校
給
食

費
は
全
国
的
に
も
極
め
て
高
額
な
状
況

に
あ
る
。
コ
ス
ト
意
識
が
大
切
で
あ
り
、

他
市
町
村
で
も
工
夫
し
進
め
て
い
る
が
、

給
食
費
な
ど
の
無
償
化
や
負
担
軽
減
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

子
育
て
世
帯
に
幅
広
く
行
き
渡
る

支
援
を
行
い
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
係
る
事
業
費
の
補
正
予
算

議
案
を
本
定
例
会
に
提
出
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

中
学
卒
業
後
の
特
別
支
援
教
育
の
実
践
と

�

国
道
４
０
２
号
沿
岸
部
の
飛
砂
対
策

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

�　
　

中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
卒
業
生

は
４
割
が
高
等
部
、
６
割
が
高
等
学
校

へ
進
学
し
て
い
る
。
市
立
明
鏡
高
等
学

校
に
通
級
指
導
教
室
を
設
置
し
て
い
る

が
、
他
２
つ
の
市
立
高
等
学
校
、
県
立

や
私
立
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
た
ち
の

支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

２
つ
の
市
立
高
等
学
校
で
は
発
達

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

�　
　

救
急
搬
送
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、

人
の
力
だ
け
で
は
今
の
搬
送
時
間
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
搬
送
先

選
定
に
か
か
る
時
間
の
短
縮
や
作
業
の

効
率
化
に
よ
る
救
急
隊
員
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
、
高
度
化
医
療
対
応
も
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

先
行
都
市
に
お
け
る
受
入
先
選
定

シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果
や
、
消
防
庁
で

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

実
証
実
験
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
と

�

西
蒲
区
産
木
材
の
活
用

小
林　

弘
樹（

翔
政
会
）

�　
　

本
市
の
公
共
施
設
の
再
編
計
画
で

は
、
児
童
館
は
新
設
、
更
新
は
行
わ
な

い
方
針
と
な
っ
て
い
る
。
児
童
館
の
よ

う
に
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
に
友
人
や

大
人
た
ち
の
存
在
を
近
く
に
感
じ
な
が

ら
過
ご
せ
る
場
づ
く
り
は
必
須
と
考
え

る
が
、
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
　

国
が
年
内
に
策
定
を
予
定
し
て
い

る
指
針
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様

な
居
場
所
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

�　
　

国
内
の
森
林
資
源
活
用
な
ど
の
た

め
、
国
は
基
本
指
針
を
定
め
て
建
築
物

の
木
材
化
を
推
進
し
て
い
る
。
西
蒲
区

の
山
に
眠
る
木
材
を
、
建
材
と
し
て
西

蒲
区
役
所
新
庁
舎
建
設
に
生
か
す
こ
と

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
目
指
す
本

市
の
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

新
庁
舎
の
形
状
や
使
用
す
る
材
料

な
ど
は
、
来
年
度
以
降
の
基
本
設
計
の

中
で
具
体
化
し
て
い
く
。
新
庁
舎
が
区

民
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

確
保
で
き
な
い
」「
労
働
力
が
確
保
で

き
な
い
」
と
い
う
理
由
が
多
く
、
近
年

で
は
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
お
り
、
経

営
者
の
高
齢
化
に
よ
り
大
廃
業
時
代
が

来
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
後
継
者
を

募
集
す
る
仕
組
み
や
、
後
継
者
を
探
し

て
い
る
経
営
者
と
起
業
を
目
指
す
方
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
有
効
と
考
え
る
が
、

中
小
企
業
な
ど
へ
の
事
業
承
継
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

本
定
例
会
に
オ
ー
プ
ン
ネ
ー
ム
事

業
承
継
推
進
事
業
の
補
正
予
算
を
提
案

し
て
お
り
、
県
と
連
携
し
て
第
三
者
承

継
を
促
進
す
る
た
め
に
取
り
組
む
。

●�オープンネーム�
事業承継推進事業

　後継者確保に課
題を抱える市内中
小企業を支援する
ため、承継希望者
の掘り起こしを地
域に密着して行う
とともに、事業者
名を公開して後継
者候補を募集する
事業。

地
域
環
境
の
保
全
・
美
化
支
援
の
拡
充
と

�

特
区
に
よ
る
調
整
区
域
の
活
性
化

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

�　
　

自
治
会
や
町
内
会
の
側
溝
清
掃
な

ど
は
、
高
齢
化
や
現
役
世
代
の
欠
席
と

い
っ
た
理
由
で
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
地
域
環
境
の
保
全
・
美

化
を
行
う
自
治
会
な
ど
へ
、
行
政
の
一

層
の
思
い
や
り
を
形
に
で
き
な
い
か
。

　
　

地
域
清
掃
活
動
費
等
補
助
金
の
周

知
に
努
め
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
有
意
義
な
地
域
の
活
動
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

�　
　

地
域
や
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、

規
制
緩
和
に
よ
り
真
に
地
域
が
合
意
し
、

求
め
る
よ
う
な
施
設
が
で
き
る
こ
と
は

特
区
の
特
権
と
考
え
る
。
規
制
緩
和
は
、

提
案
が
あ
っ
て
か
ら
検
討
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
際
は
積
極
的
に
対
応
い
た
だ
き
た

い
。
調
整
区
域
の
用
途
制
限
の
規
制
緩

通
級
担
当
者
が
教
育
相
談
を
行
っ
て
お

り
、
新
潟
市
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
立
、
市
立
、
私
立
を
問
わ
ず
生
徒
か

ら
の
相
談
を
受
け
入
れ
て
い
る
。（
教

育
長
）

�　
　

西
区
で
の
飛
砂
対
策
は
人
工
砂
丘

や
飛
砂
防
止
柵
設
置
な
ど
で
効
果
が
見

ら
れ
る
。
飛
砂
の
除
去
は
、
各
区
の
道

路
清
掃
費
で
行
っ
て
い
る
が
、
一
冬
で

数
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
飛
砂
防
止
柵
に

堆
積
す
る
飛
砂
の
除
去
は
、
道
路
清
掃

費
と
は
別
に
予
算
組
み
し
て
は
ど
う
か
。

西区に設置されている飛砂防止柵

　
　

西
区
の
飛
砂
対
策
の
費
用
が
道
路

清
掃
費
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

効
果
的
な
事
業
執
行
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
予
算
編
成
に
向
け
て
検
討
す
る
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

�

救
急
業
務
体
制
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化

小
林　

裕
史

（
新
風
で
に
い
が
た
を
維
新
す
る
会
）

�　
　

核
家
族
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
に

よ
り
、
子
育
て
世
代
の
働
き
方
や
生
活

ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
は
多
様
化
し
て
い

る
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
「
ま
ち
」
に
し
て
い
く
た
め
に
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り

プ
ロ
野
球
球
団
誘
致
と

�

指
定
避
難
所
の
通
信
環
境
整
備

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

�　
　

本
市
の
プ
ロ
野
球
球
団
誘
致
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
６
月
定
例
会
で
県

と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組
む
と
答
弁

し
て
い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
効
果
も
あ
り
、
野

球
を
志
す
子
ど
も
が
以
前
よ
り
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
熱
気
が
冷
め
な
い

う
ち
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
本
市

の
プ
ロ
野
球
球
団
誘
致
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

将
来
的
な
球
団
誘
致
も
視
野
に
入

れ
、
プ
ロ
野
球
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
本
市
の
野
球
熱
を
高
め
る
こ
と
で
、

全
市
的
な
機
運
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

�　
　

避
難
所
に
お
け
る
情
報
入
手
や
安

否
確
認
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
必
須
で

あ
る
。
本
市
の
指
定
避
難
所
に
お
け
る

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
な
ど
の
通
信
環
境
整
備

の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

避
難
所
の
通
信
環
境
整
備
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
指
定
避
難
所
の
半

数
に
あ
た
る
市
立
小
・
中
学
校
の
体
育

館
な
ど
は
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
が
完
了
し
、

災
害
時
の
運
用
方
法
を
協
議
し
て
い
る
。

創
業
・
廃
業
の
状
況
と

�

事
業
承
継
の
支
援

宇
野　

耕
哉

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

�　
　

本
市
の
創
業
数
と
廃
業
数
の
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
廃
業
に
至
っ
た
要
因

に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

令
和
３
年
度
の
本
市
の
支
援
に
よ

る
創
業
数
は
１
９
９
件
。
令
和
４
年
の

休
廃
業
・
解
散
企
業
数
は
２
６
５
件
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
環
境
変
化
や
後

継
者
不
在
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

�　
　

廃
業
の
理
由
と
し
て
「
後
継
者
を

和
へ
の
所
見
を
伺
う
。

　
　

真
に
地
域
が
求
め
る
施
設
が
区
域

方
針
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
施

設
の
設
置
に
市
街
化
調
整
区
域
の
用
途

制
限
緩
和
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
国
へ
の

提
案
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
と

�

東
港
周
辺
地
域
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
策

米
野　

泰
加（

翔
政
会
）

�　
　

総
合
計
画
２
０
３
０
で
は
、
子
育

て
・
教
育
分
野
の
政
策
と
し
て
「
特
別

支
援
教
育
の
充
実
」
を
掲
げ
て
い
る
。

子
ど
も
の
個
性
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援

に
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
が
あ
る
が
、

特
別
支
援
教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

に
対
し
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

保
護
者
や
児
童
生
徒
本
人
の
ニ
ー

ズ
と
課
題
に
対
応
し
た
教
育
を
進
め
る

た
め
の
環
境
整
備
と
人
材
育
成
、
体
制

の
強
化
を
図
り
、
本
市
の
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
て
い
く
。

児童の個性に合わせ、集中
できるよう工夫された座席

�　
　

新
潟
東
港
を
拠
点
港
と
し
て
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
引
量
や
陸
運
の

増
加
、
労
働
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

今
以
上
に
通
勤
時
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ

る
。
都
市
計
画
道
路
で
あ
る
山
の
下
東

港
線
の
計
画
の
可
能
性
も
含
め
、
東
港

周
辺
の
渋
滞
緩
和
策
を
伺
う
。

　
　

山
の
下
東
港
線
を
含
め
た
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
交
通
安
全

対
策
な
ど
、
混
雑
の
緩
和
や
物
流
の
円

滑
化
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

にいがた市議会だより3 令和５年（2023年）8月６日
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